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現状報告１

「北大が目指す高・大・社接続型入試改革
－TGP入試とコンピテンシーテスト－」

北海道大学高等教育推進機構　准教授

池　田　文　人

（司会）

　それでは、第２部の現状報告に移ります。まず

初めの報告は「北大が目指す高・大・社接続型入

試改革－TGP入試とコンピテンシーテスト－」

と題して、北海道大学高等教育推進機構の池田文

人准教授よりご報告いただきます。では池田先生、

よろしくお願いします。

（池田）

　皆さん、こんにちは。北海道大学高等教育推進

機構の池田と申します。私自身は北大に来て17年

目になりますけれども、この後話をされる西嶋先

生を含め、もう17年来、十何年来の付き合いの方々

が多数おみえになっていただいて、非常に緊張し

ております。

　17年前に来たときに、北大がAO入試を導入す

ることをきっかけにして、私は北大に来たのです

が、この後パネルディスカッションで司会を務め

る鈴木とは、ちょうど17年前にほとんど同じ時期

にやって来て、入試専属の教員として配属されま

した。17年前に来たときに、私と鈴木は、若くは

見えますが15歳年が離れておりまして、最初に４

月１日に会ったときに鈴木から言われたことが、

フランクな関係でいきたいので、お互いさん付け

でいきましょうと。それ以来17年間、お互いに鈴

木さん、池田さんと呼び合ってやってきましたの

で、これからも鈴木さんで通させていただきます。

　17年前に鈴木さんは高校の教員からこちらに来

ました。そのときには高校と大学を大学入試を通

じて接続したいという思いを持って来ました。私

は企業出身ですけれども、やはり大学と社会を入

試を通じて接続したいという思いを胸に北大に来

ました。それ以来、高校から大学、社会をつなぐ

ような入試を何とか実現したいという思いでやっ

てきたのですが、ようやく17年目にして、ここで

我々が理想としてきた大学入試の第一歩を踏み出

すことができ、それをここでご報告できることは

非常に感慨深いものがあると思っています。

　ただ、感慨深いのはおそらく私と鈴木だけで、

皆さんここにお集まりの方々は、また北大が何か

新しいことを始めて、戦々恐々とするどころか、

不安といら立ちと、中には怒りを感じている方も

いらっしゃるのではないかと思っています。今ま

ではこのような表舞台というか、矢面に立つのは

鈴木さんがやってくれたのですが、鈴木も若く見

えてもう退職間際で、そろそろお前が行ってこい

ということで、今日はここでお話をさせていただ

くことになりました。矢面に立たされるのはまっ

たくもって初心者ですので、どうかお手柔らかに

お願いしたいと思います。

　では、皆さん興味があるかと思いますが、具体

的に中身を説明します。まず社会的な背景という

ことで、こちらはすでに大塚先生をはじめとして、

小林さんにもお話しいただいていますけれども、
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高校と大学、社会、かなり接続を必要とされる時

代になってきています。大塚先生のお話にもあり

ましたが、高校教育の現状というか、課題という

か、これは文科省が課題と言っているだけだと思

いますが、進路を意識した学びが不足しているな

ど、いろいろな不足が指摘されてはいます。特に

最近では、アクティブラーニングの導入、国際バ

カロレアの導入など、いろいろなことが高等学校

の方に起きてきています。

　しかしながら、大学入試の方は依然として知識

重視の入試となっておりますので、高等学校は大

学入試の実績を上げるためのクラスと、文科省か

ら要請されるSGHやSSHのためのクラスを用意し

たりということで、高校の中でもかなり二極化、

分別が進んでいるのが現状ではないかと思いま

す。我々としては、この入試改革を通じて、高等

学校でやっているさまざまな活動のすべてを多面

的に評価できるような入試をしたいと考えており

ます。

　一方社会の方では、今小林さんからお話があっ

たように、グローバル化というのが迅速な対応が

求められています。少し古いですが、経済産業省

が2010年に出した資料では、企業が学生に不足し

ていると思う能力として、主体性、コミュニケー

ション能力、粘り強さなどを挙げています。一方

で、同じく2010年にベネッセの調査では、大学で

能力が養われる機会として挙げられているのは、

下の真ん中の表になります。すべて40％を超えて

いるのがチームワーク力で、あとはみんな４割以

下ということで、企業が求めている育ててほしい

能力を、大学が十分に育成していないというのが

現状だと思います。

　高校と大学を接続するに当たって、高校も大学

もITの普及によって学び自体がかなり変わって

きていることと、大学が置かれている研究、教育

の中でいうと、学問分野の細分化が進むと同時に、

融合化という逆の流れが進んでいることがありま

す。このような流れから、我々は、北大としては

総合入試を導入して、ミスマッチができるだけ起

こらないように、大学に入ってから、いろいろな

ことを学んでから進路選択ができるような入試と

いうことで、総合入試を導入してきました。ただ、

入試の中身自体は相変わらずペーパーテストにな

るので、この入試改革を通じて多面的な評価を実

施して、さらには社会で求められるグローバル人

材の素質を持った人たちを選抜して、大学の中で

育成できるような、そういう改革の１歩を踏み出

したいと考えております。

　現状の課題と目的をまとめます。下の方にある

のは課題です。高等学校ではかなり多様な資質を

育成する取り組みを行っているのは重々承知して

おります。ただ、北海道大学をはじめとした大学

は、非常に抽象的なアドミッションポリシーに基

づいた旧来の学力試験を行っていますので、高校

で育ててきていただいた多面的な資質、能力を十

分に評価しきれていないのが現状です。

　一方、社会の方からすると、社会ではグローバ

ル化、イノベーションが求められているわけです

が、大学では育成する資質、能力、エデュケーショ

ンポリシーといいますが、こちらが非常にあいま

いで、授業の中でもどういう能力、資質を伸ばし

たいからこういう授業をするというふうにはなっ

ていないのが現状です。そういったことから、我々

北海道大学では、時代が求める人材を十分に育成

できていませんし、そういった人たちを選抜もで

きていないのが現状だろうと考えています。

　そこで我々がまず一番大事だと思っているの

が、これからの時代に求められる、我々は未来人

材と呼んでいますが、その未来人材に求められて

いるコンピテンシー、これは能力や資質、行動、

精神的な面、そういったものをすべて含んだ能力、

資質だと考えていますけれども、このコンピテン

シーを、北大が求めるコンピテンシーを設定して、

それに基づいた入試を行いたいと考えております。

　その核をなすのが、TGPと我々が呼んでいる

仕組みになります。これはトータル・グレード・

ポイントの略称ですが、このTGPに基づいてウェ

ブアドミッション、ウェブを使ったアドミッショ

ンのシステムに移行することを検討しております。

　これによって、大学としては時代に即したアカ
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デミズム、いい意味でのアカデミズムを残して、

社会と高校とを接続していきたいと考えておりま

す。これによって、グローバル化に必要な多様な

人材を獲得できるとともに、大学の中での、入試

だけではなくて教育の改革も行いたいと考えてい

ます。そしてそれを通じて、社会が求める人材を

育成し、輩出していくというのが、今回の入試改

革の大きな流れになっております。

　３枚目のスライドが本学における現状と課題を

まとめたものになります。少し細かいのですが、

順に説明します。

　まず入試に関しては、これまで、17年前にAO

入試を導入し、帰国子女入試をAO入試方式で行

うなど、やってきております。こちらのAO入試

に関しては、当初100名を超えていた定員があっ

たのですが、今現在約60名で、少し減少傾向にあ

ります。

　また、前期試験、後期試験を行っておりますが、

前期試験の中に学部別入試と総合入試が導入され

てきています。この総合入試は、理系、文系と大

きな枠で採っておいて、入学１年間でいろいろな

ことを勉強してから進路振り分けをします。後期

試験が約450名、こちらは学部、学科を募集単位

とした入試になっております。AO入試が一般的

には学力試験を使わない、もちろんセンター試験

を一部使っているところはありますが、受験生の

やる気や多面的な能力を見るということで始まっ

た入試になっております。我々としては大学と高

校とのお見合いのような入試だと考えており、私

と鈴木さんが17年前に来たときから、このAO入

試の広報活動、高等学校等への理解促進というこ

とで、主に努力してきたところです。

　各学部、学科によって当然ながら大学入試を

行っているというのが、現在の取り組みの状況で

す。ただし課題としては、アドミッションポリシー

を書き直したり作り直したりはしてきています

が、いまだにやはり抽象的なものです。また、入

試業務が非常に煩雑というか複雑な点もあり、作

題や採点に関する膨大なコスト、これは大塚先生

のお話にもあったように、非常に大変な作業にな

ります。出題ミス等のリスクもありますし、１回

だけの試験というリスク、公平性の確保など、い

ろいろなものがあります。また、北海道大学は受

験者の半分ぐらいが道外からということで、地理

的、気候的に受験リスクも高いです。また、ペー

パーテストだけでは多面的な評価は難しいという

のがあります。

　これから求められる機能としては、資質、能力

を明確化したアドミッションポリシー、今回の改

革でいうと北大版コンピテンシーを具体的に設定

した中で、それに基づいた入試をしていくことに

なります。

　また、地理的、気候的な受験リスクの軽減、あ

るいは入試業務の軽減といったところから、出願

から入試、入学までをウェブで実施するシステム

が、本学には非常にメリットがあると考えていま

す。また、入試だけで見ていてはいけませんので、

高校と大学と社会を接続するということで、高等

学校の教育を包括的に評価する入試を導入する必

要があるだろうと考えています。

　高校との接続という２段目のところになります

が、大学入試ということでいうと、相も変わらず

学力試験が中心であり、進学相談会等の広報活動

に非常に重視して力を入れてはきています。さま

ざまな広報活動等、模擬授業等も行ってきている

し、高等学校の取り組みであるSSH等の支援も

行ってきております。ただ、これらの活動をした

からといって、多面的な評価に生かされているか

というと、広報にとどまっているのが現状です。

そういったところから、出前授業等の広報活動を

たくさんしていますが、高等学校の教育の文脈に

沿って支援することが大事だと考えております。

　また、入試広報戦略自体が、アドミッションポ

リシーがあいまいなところもありますので、その

広報戦略自体もあいまいになっているところが

あったかと思います。

　また、大学からの一方的な入試ということで、

AO入試だけはお見合いのような入試と考えてい

ますけれども、前期試験、後期試験などは、やは

り北大が課す試験、学力試験に通らないといけな
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いということで、かなり一方的な入試を行ってい

るのではないかと思っています。

　このような課題を解決するために、高校のカリ

キュラムに沿った実質的な教育支援が求められて

いるだろうと思います。また同じように、資質、

能力を明確にしたアドミッションポリシー、コン

ピテンシーを設定していく必要があると考えてい

ます。高校教育を包括的に評価するような入試

や、OBやOGによるきめ細かなリクルーティング

活動などによって、高校との実質的な接続を果た

していく必要があると考えています。

　３段目が大学との接続です。これまで本学は全

学教育、教養教育を非常に重視してきたという、

リベラルアーツ教育を行ってきたわけですが、そ

れと接続していない形で部局ごとの専門教育が

乗っていて、さらにその上に大学院教育がありま

す。必修科目と選択科目、あるいは単位数による

修了要件ということで、今までやってきています。

　今現在置かれている課題としては、入試と切り

離された、入試は入試、大学に入ってからの教養、

専門はそれぞれの専門教育、教養教育ということ

で切り離されてしまっており、接続が十分にされ

ていないのが現状です。また、大学の中での教育

ですが、育成している能力、された資質や能力が

不明確です。また、そのような授業をしているわ

けではありません。さらに言えば、多様なニーズ

を持つ学生への対応が不十分であるなど、課題が

あります。

　このような課題を解決するために必要な機能と

しては、能力、資質を明確にして、それを教育目

標に盛り込んだ教育が必要だと考えています。ま

た、入学の前から卒業後までの体系的な、かつ一

貫した追跡調査を行うことによって、大学教育へ

のフィードバックを図っていくことも非常に大事

だと考えています。

　最後が社会との接続ですが、現在までには同窓

生によるキャリア形成に関する講演会や講義な

ど、今現在は新渡戸カレッジがありますので、そ

ちらにOB、OGの方々がフェローとして参加して

いただくようなことをしております。同窓生によ

る就職リクルーティングなども行っています。

　ただし課題としては、出口のみの接続というこ

とで、卒業したときにどういう能力や資質を北大

で学んできたかが不明確な状態です。また、社会

のニーズを明確に意識した教育や、リクルート活

動の支援が行われていません。このような課題を

解決するためには、能力、資質を明確にした教育

が必要であるとともに、社会のニーズをとらえて

教育にフィードバックしていく、包括的な追跡調

査の仕組みが必要だと考えています。

　続いて４枚目のスライドは、今、未来型人材育

成選抜試験の開発に取り組んでいますが、その大

きな見取り図になります。高校との接続から社会

との接続までを果たそうということで、その核に

あるのが北大版コンピテンシーになります。こち

らによって高度な教養を評価、育成するようなア

ドミッションポリシー、あるいはエデュケーショ

ンポリシーが設定されることになります。

　この北大版コンピテンシーに基づいて入試を行

うのが、このTGPという、先ほど説明したもの

になります。TGPで、高校でのさまざまな活動

を北大版コンピテンシーに基づいて包括的に評価

することになります。またウェブアドミッション

で、出願から合否判定まで、また入学の手続きま

でをウェブ上で行っていくことを考えています。

北大版コンピテンシーを具体的に評価するテスト

はなかなかありませんので、北大ならではのコン

ピテンシーに基づいた、コンピテンシーを評価す

るテストの開発も併せて行っています。

　ｅラーニングと高度教養育成カリキュラムにつ

いては、これはまだ現在取り組んでいない、将来

的な課題となります。今検討を始めているのが包

括的追跡調査で、入学前、入試から卒業後までを、

北大版コンピテンシーに基づいて評価、追跡調査

できる仕組みを検討しております。このような流

れによって高校と社会とを接続することを考えて

おります。

　この新しい入試改革の要となるのがTGPです。

こちらは理想的なイメージ図とお考えください。

このTGPは高等学校、今度の新テストもはじめ
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として、高等学校で行うさまざまな活動がこちら

のTGP項目として、それぞれの項目がアルファ、

ベータ、ガンマなどに対応します。こちらが北大

版コンピテンシーで、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅと仮に

なっていますが、例えば課題解決能力やコミュニ

ケーション能力、少し大ざっぱですけれども、そ

ういったものがＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅに入ってきま

す。

　高等学校でのさまざまな活動、例えば国際バカ

ロレアであれば、問題解決力が２割ぐらい、コミュ

ニケーションが２割というふうに、さまざまな活

動を北大版コンピテンシーに基づいて配分を設定

します。今こちらの方は全部合計すると、１つの

項目についてコンピテンシーの合計は100％にな

りますが、今ここには理想的に100％としてあり

ますが、必ずしもそれぞれの合計が100％にはな

らないと考えています。

　こちらが選抜群ということで、それぞれの学部、

学科に相当します。今の考えでは、それぞれの選

抜群ごとにそれぞれのTGPの配分を、それぞれ

の学部、学科にお任せするということを考えてい

ます。ですので、受験生としては、自分の得意な

活動を高く評価しているところを選んで受験する

ことができる。そういった入試にしたいと考えて

おります。

　具体的にはTGPの対象項目ということで、先

ほど来出てきている大学入学希望者学力評価テス

ト、センター試験に代わる新テストと呼ばれるも

のがあります。また現在調査書の改訂が始まって

いるというお話がありましたが、新調査書なども

対象となります。もちろんここのTGP対象項目

は学力評価テスト、新調査書というような大きな

ものではなく、新調査書の中の課外活動やボラン

ティア活動という細かい項目がこのTGP対象項

目ということで、北大版コンピテンシーに基づい

て配分が決定される対象となります。課外活動等

の受賞や表彰履歴、国際バカロレア、SAT、

TOEFLやTOEIC、あるいは北大が今開発しよう

としているコンピテンシーテスト、あるいは選抜

群がそれぞれ課す各種試験、面接や筆記試験等々

も考えて、これらのTGP対象項目を今選定し、

配分を今後詳細を決めていく作業に取り組んでい

ます。

　こちらが北大版コンピテンシーということで、

作成途中のものになります。大きく４つ、ドメイ

ン・オブ・コンピテンシーがあります。「世界の

持続的発展を牽引する」、「一生にわたる豊かな学

びを実現する」、「知の創造で未来を切り開く」、「多

様な集団と効率的に共同する」ということで、そ

れぞれ４つずつのキーコンピテンシーを設定して

います。

　北大版コンピテンシーがどのように作られたか

ということですが、２年前に同窓生および本学の

教員に、北大が求める人材に必要な能力、資質は

どんなものかというアンケート調査をしました。

また、北大の全学のアドミッションポリシー、エ

デュケーションポリシーがあります。また、各学

部にはそれぞれのアドミッションポリシー、ディ

プロマポリシーがあります。それらのすべての中

から能力、資質にかかわるキーワードを全部抽出

して、それを整理してまとめ上げて、先ほどのア

ンケート結果と合わせたのがこちらの北大版コン

ピテンシーになります。

　今現在はこの「知の創造で未来を切り開く」と

いうところに４つキーコンピテンシーが設定され

ていますけれども、これをさらにコンピテンスと

いう測定可能なレベルの能力、資質まで落として、

それを定義して、さらにそれを評価する基準、ルー

ブリックと呼んでいますが、それを今、昨年度いっ

ぱいを使ってブレークダウンしたところになりま

す。今年度中には残りの３つのドメインについて

も、すべてコンピテンスとルーブリックが設計さ

れる予定になっています。

　８番目のスライドが、コンピテンシーテスト、

サンプル問題例です。昨年度、北大版コンピテン

シーがまだなかったので、見切り発車だったので

すが、コンピテンシーを測る問題を設計していこ

うということで、学内でのワーキンググループを

立ち上げて、いろいろなサンプル問題を作りまし

た。20題ぐらい作ったのですが、そのうちの１つ
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のサンプルとして今日お持ちしました。

　この問題は、「Google」で、「Google」という名

前を出すのがいいかどうか分かりませんけれど

も、「Google」でインターネット検索するときに、

最初は２語で、キーワード２つで検索したとき、

それぞれの１単語ずつで「Google」で出したとき

の検索のヒット数を出して、では２語でやったと

きにはどういうふうになるか。最後は、こちらに

あるように、３つのキーワードを使ったときには

どういうヒット数になるかという問題になります。

　この中で選択式、将来的にはこのコンピテン

シーテストは、CBTと呼ばれるコンピューター

ベースでやろうと考えていますので、CBTに耐

え得る問題という条件付きで設計したものになり

ます。こちらは集合が２つから３つに増えたこと

によって、共通部分集合の計算が非常に複雑化し

ます。そのことを認識する、障壁の認識というコ

ンピテンス、そしてその必要な要素を把握する能

力ということで、全体としては課題を発見する能

力を見るテスト問題として設計されています。

　もちろんこれからこういった問題を開発して

いって、実際にその評価しようとしているコンピ

テンスが測られているかどうかを検証していく作

業を、今後行う予定になっております。

　こちらがウェブ・アドミッション・システムと

いうことで、受験、出願から合否判定、今のとこ

ろ入学手続きまで、ウェブで行う仕組みを検討し

ています。昨年度は現在行っている入試業務を分

析して、要求定義書を作成した状態になっており

ます。今後市販のソフト等を使ってどこまででき

るのか、何を新しく開発しなければいけないのか、

また、新たに本学としてはコンピテンシーテス

ト、CBTを組み込む予定ですので、CBTをどの

ように行っていくか。このCBTに関しては、イ

ンターネットとはいいますけれども、日本の主要

都市を会場にして開催することを検討しています

が、そういったものをするときの、どういう要件

が必要なのかを今洗い出しているところです。こ

の中には先ほど言ったTGPの算出なども含まれ

ております。

　最後が包括的な追跡調査ということで、今現在

詳細化を進めている北大版コンピテンシーがあり

ます。この北大版コンピテンシーに基づいて、本

当に将来的、まだ取り組んでいませんが、ｅラー

ニングの仕組みを導入したいと考えています。こ

れはどういうものかというと、本学はさまざまな

研究教育活動を行っています。それをｅラーニン

グでできるコンテンツを作って、こちらを高等学

校の教育の文脈に合わせたコンテンツを作り、高

等学校等に自由に配信し、利用してもらうことを

考えています。このようなものは、何も高等学校

のためというだけではなくて、本学のリメディア

ル教育にも応用したいということで検討している

ところです。

　このｅラーニングのシステムですが、単に北大

の研究教育を電子化してコンテンツ化するだけで

はなく、北大が作った北大版コンピテンシーのど

このコンピテンシーを、能力を高めるためのコン

テンツかというのを明示する予定です。それに

よって、これを利用した高校生等は、どのコンピ

テンシーがどれだけ伸びたかといったデータが得

られることになります。

　入試の時点ではTGPという仕組みがあります

ので、コンピテンシーがどれぐらいなのかという

のが先ほどの仕組みで測られることになります。

そして全学教育、入学後の全学教育、専門教育、

大学院教育でもコンピテンシーに基づいた授業設

計をしていく予定ですので、ここでも北大版コン

ピテンシーがどれだけ伸びたかどうかが分かって

きます。そして卒業した後も、企業との連携によっ

て北大版コンピテンシーでの伸び率が分かるよう

な形にしたいと考えています。これによって高校

から社会までの接続を果たし、社会での要求、ニー

ズ等を大学教育にフィードバックし、さらには入

試にも反映する仕組みをつくっていきたいと考え

ています。

　最後、まとめになりますが、これらによって期

待できる効果が以上のようなものになります。ま

ず１つ目としては、高等教育との実質的な接続が

可能になるだろうと考えています。北大版コンピ
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テンシーに基づいた高校等の教育の支援ができま

すし、入試、高等教育の実現などによって、実質

的な接続が可能になると考えています。

　学力とコンピテンシー評価に加えて、TGPに

よって高等学校でのさまざまな活動を総合的に評

価できるようになりますので、高等学校で育成し

てきた多様な資質、能力を評価、育成することが

できると考えています。

　北大版コンピテンシーということで、コンピテ

ンシー、かなり具体的な行動的な特性までに落と

し、さらにルーブリック化をしていますので、エ

デュケーションポリシー、アドミッションポリ

シーの具体化につながると考えています。

　入試業務、ウェブ・アドミッション・システム

によって入試業務の削減、さまざまな入試にかか

わるリスクの軽減、リメディアル教育の合理化等

が実現できると考えています。

　最後は、体系的な包括的な追跡調査の実施に

よって、北大版コンピテンシーに基づいた、高校、

大学、社会における一貫した体系的な追跡調査が

可能になり、社会のニーズを十分に反映した大学

の教育、入試の改善につながっていくと考えてい

ます。

　以上、少し駆け足ですけれども、私の話を終わ

らせていただきます。ご静聴ありがとうございま

した。（拍手）

（司会）

　池田先生、どうもありがとうございました。な

お、ただ今の報告内容に関するご質問等について

は、受付の際にお渡しした質問票にご記入くださ

い。第２部終了後の休憩時間に係の者が回収に伺

います。
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北大が目指す高大社接続型入試改革北大が目指す高大社接続型入試改革

ー TGP入試とコンピテンシーテストー

北海道大学
高等教育推進機構

池 田 文 人

社会社会

1．社会的背景（大学に求められていること）
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大学４年生1,731人
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進路を意識した学びの不足
社会の一員たる意識・態度の不育

学習意欲の減退
人間性を育む教育の不足
個性を生かした教育の不足

高校教育の課題

文科省，2012

知識重視の入試

大学大学高校高校

グローバル化への
迅速な対応

ITの普及と学問分野の
細分化と融合化による

学習内容の増加

2.課題と目的

グローバル化
・イノベーショ

ン

社
会

多様な資質を
育成

高
校

アカデミズム

大
学抽象的なア

ドミッション
ポリシー（AP
）に基づく旧
来の学力試

験

育成する資
質・能力

(EP)が曖昧
なアカデミ
ズム教育

時代が求める人材を十分に育成できていない時代が求める人材を十分に育成できていない

時代が求めるコンピテンシーを設定

Total Grade Point(TGP)に基づくWebアドミッションの実現Total Grade Point(TGP)に基づくWebアドミッションの実現

グローバル化
・イノベーショ

ン

社
会

多様な資質を
育成

高
校

時代に即した
アカデミズム

大
学

グローバルに多様な人材を獲得 社会が求める人材を育成

入試・教育の合理化

3．本学における現状
取組状況・実績 課題 必要な機能

入試

AO入試・帰国子女入試（約60名）
前期試験（学部別（約1000名）＋
総合（約1100名））
後期試験（約450名）
各学部学科による大学院入試など

抽象的AP
煩雑な業務
作題・採点の膨大なコスト
出題ミス等のリスク
一回の試験のリスク
地理的・気候的受験リスク
多面的評価が困難

資質・能力を明確化したAP
出願から入試，入学までをWebで実
施
高校教育を包括的に評価する入試

高校との接続

学力試験が中心
進学相談会等の広報
各種広報誌
模擬授業・実習
SSH等への支援
教職員による高校訪問

多面的評価が不十分
出前授業等の教育文脈から離された
一過的支援
曖昧な入試広報戦略
大学からの一方的な入試
一過的かつ偏った高校訪問

高校のカリキュラムに沿った実質的
な教育支援
資質・能力を明確化したAP
高校教育を包括的に評価する入試
OB・OGによるリクルーティング

大学との接続
全学教育
部局ごとの専門教育
必修科目＋選択科目
単位数による修了要件

入試と切り離された教育
育成する／された資質・能力が不明
確
多様なニーズを持つ学生への対応が
不十分

能力・資質を明確化した教育目標と
それに基づくルーブリック，教育手
法の設定
入学前から卒業後までの体系的かつ
一貫した追跡調査

社会との接続
同窓生によるキャリア形成に関する
講演会
同窓生による就職リクルーティング

出口のみの接続
卒業時に習得した資質・能力が不明
確
社会のニーズを明確に意識していな
い教育

能力・資質を明確にした教育
社会のニーズを捉え，教育にフィー
ドバックする仕組み

４．未来型人材育成選抜試験の枠組み

北大版コンピテンシー
高度な教養を評価・育成する

アドミッション・エデュケーション
ポリシーの具体化

Webアドミッション
出願から合否判定までを

Web上で行い合理化・効率化

コンピテンシーテスト
北大版コンピテンシーに基づき
高度な教養を評価するテスト

TGP
(Total Grade Point)
高校での様々な活動を

北大版コンピテンシーに基づき
包括評価

高度教養育成カリキュラム
北大版コンピテンシーに基づく

教養教育改革

e-learning
北大版コンピテンシーに基づく
デジタル教材の配信による

高校・リメディアル・社会人教育
の支援

社会との接続社会との接続高校との接続高校との接続

包括的追跡調査
入学前から卒業後までの

北大版コンピテンシーを調査

５．TGP（Total Grade Point）の枠組み
選抜群

X Y Z
A B C D E 計% 配分%

T
G
P
項
目

α 20 20 20 20 20 100 40 20 0

β 50 10 10 10 20 100 10 20 10

γ 10 40 20 10 20 100 10 20 20

δ 10 20 30 20 20 100 20 20 30

ε 10 10 20 40 20 100 10 20 40

合計% 100 100 100 100 100 500 100 100 100

北大版コンピテ シーン

資　　料
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• 大学入学希望者学力評価テスト

• 新調査書

• 課外活動等の受賞・表彰履歴など

• 国際バカロレアやSATなど

• TOEFLやTOEICなど

• コンピテンシーテスト

• 選抜群が課す各種試験

６．TGP対象項目 ７．北大版コンピテンシー

世界の持続
的発展を牽

引する

一生にわた
る豊かな学
びを実現す

る

知の創造で
未来を切り

拓く

多様な集団
と効率的に
協働する

◇バランスの取れた国際感覚
◇多様な文化や価値観の寛容
◇高邁な倫理観
◇世界市民としての社会貢献

◇豊かで洗練された教養
◇卓越した深い専門知識
◇有用で臨機応変な実践知識
◇進取の精神に基づく自立的な学び

◇未知なる課題を発見する力
◇最後まで目標を探究する力
◇ブレークスルーを生み出す力
◇知を遍く共有する力

◇豊かなコミュニケーション力
◇卓越したティームワーク力
◇高邁なリーダーシップ力
◇粘り強いプロジェクト実行力

８．コンピテンシーテスト（サンプル問題例）

あなたは，北海道の大学で宇宙に関する研究を行っていることにつ
いて調べたい．そこで，Goolgeで「北海道 大学 宇宙」という三
つの単語で検索することがどの程度効率的であるかを知るために，こ
の三つの単語の共起率を求めることにした．共起率が低いほど，絞り
込めていることになる．このためには，n(北海道)、n(大学)、n(北海
道∩大学)の検索数の他に，最低でどれだけの検索結果の値が必要か．
以下の組み合わせから選びなさい．

1. n(宇宙)とn(北海道∩大学∩宇宙)
2. n(北海道∩宇宙)とn(大学∩宇宙)
3. n(宇宙)とn(北海道∩宇宙)とn(大学∩宇宙)
4. n(北海道∩宇宙)とn(大学∩宇宙)とn(北海道∩大学∩宇宙)
5. n(宇宙)とn(北海道∩宇宙)とn(大学∩宇宙)とn(北海道∩大学∩宇宙)

集合が2つから3つに増えたことにより共通
部分集合の計算が複雑化することを認識し
（障壁の認識），そのために必要な要素を
把握する能力を評価する．したがって，「
課題を発見する力」を評価する問題である
．

９．Webアドミッション

①出願情報入力

出願者の個人情報，志望動
機などを入力．資格等の証
明書を画像として入力．

③成績等入力

学校宛に送付されるIDとパ
スワードで受験者の成績等
を入力．調査書等の証明書
を画像として入力．

⑧受験（CBT）

受験者宛に送付されるIDと
パスワードを使って，最寄
りの受験会場からWeb受験
．

⑤受験料支払

保護者等が受験料を指定口
座へ振り込む，もしくはク
レジットカードで支払う

②出願情報検証

出願者の個人情報等に誤り
や不正がないか確認．

Web

④成績等検証

出願者の成績等に誤りや不
正がないか確認．TGPの算出
．

⑥入金確認

入金された金額に過不足が
ないか確認．

⑦CBT実施

個々の受験者に応じたIR理
論に基づくCBTの実施．

⑨採点・合否判定

自動採点し，TGPと新テス
トの得点，個別試験を行っ
ている部局はその得点を使
い，各部局の指定した配点
に換算して合否判定．

受験者・高校 本学

１０．包括的追跡調査

北大版コンピテンシー北大版コンピテンシー

コンピテンシーテスト

0
20
40
60
80
100

高校 入試 大学 社会

ある人のコンピテンシーの変化

１１．期待できる効果

入試改革・教育改革の課題 解決方法 期待できる効果

高校教育との実質的接続 コンピテンシーテスト
TGPシステム

北大版コンピテンシーに基づく
高校教育支援，入試，高等教育
の実現

多様な資質・能力の評価と育成 コンピテンシーテスト
TGPシステム

学力とコンピテンシー評価に加
え，高校での様々な活動の総合
的評価の実現

アドミッション・エデュケーシ
ョンポリシーの具体化 北大版コンピテンシー

コンピテンシーとその具体的評
価基準となるルーブリックの明
確化

入試・教育の合理化と効率化 コンピテンシーテスト
Webアドミッション

入試業務の大幅削減とリメディ
アル教育の合理化の実現

高大社を結ぶ体系的追跡調査 包括的追跡調査
北大版コンピテンシーに基づく
，高大社における一貫した体系
的追跡調査の実現
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